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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 19,980 18.3 410 △21.7 472 △14.5 112 △74.5

30年3月期第1四半期 16,894 △8.7 524 △59.1 552 △57.2 441 △45.1

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　181百万円 （△55.8％） 30年3月期第1四半期　　411百万円 （△7.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 1.87 ―

30年3月期第1四半期 7.32 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 116,206 82,896 70.0

30年3月期 122,617 83,684 67.0

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 81,377百万円 30年3月期 82,137百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 12.50 ― 16.00 28.50

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 16.00 ― 16.00 32.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 44,000 5.3 2,100 △32.3 2,100 △33.3 1,350 △38.5 22.39

通期 110,000 4.7 13,150 2.1 13,300 1.7 9,150 0.2 151.74

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 60,832,771 株 30年3月期 60,832,771 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 533,315 株 30年3月期 533,251 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 60,299,488 株 30年3月期1Q 60,299,594 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）2ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の不確実性の影響などに依然留意が必要なものの、雇

用・所得環境の改善や個人消費の持ち直しがみられるなど、緩やかな回復基調が続きました。

　当防災業界におきましては、労務費や原材料価格の動向などが引き続き懸念されるものの、企業収益の改善や民間

設備投資の緩やかな増加などを背景に、事業環境は堅調に推移いたしました。

　このような環境のなか、当社グループは平成28年度から３年間にわたる中期経営計画「project30～次世代防災への

進化～」を策定しており、その最終年度として積極的な営業活動に努めました。その結果、当第１四半期連結累計期

間における受注高は31,565百万円（前年同四半期比1.7％減）、売上高は19,980百万円（前年同四半期比18.3％増）と

なりました。

　利益につきましては、比較的採算性の低い物件が集中したことから、営業利益は410百万円（前年同四半期比21.7％

減）、経常利益は472百万円（前年同四半期比14.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は112百万円（前年同

四半期比74.5％減）となりました。

　業績の内訳をセグメント別にみますと、火災報知設備につきましては、売上高は6,999百万円（前年同四半期比9.5

％増）、営業利益は591百万円（前年同四半期比33.4％減）、消火設備につきましては、売上高は7,409百万円（前年

同四半期比43.6％増）、営業利益は822百万円（前年同四半期比54.3％増）、保守点検等につきましては、売上高は

4,373百万円（前年同四半期比1.9％増）、営業利益は529百万円（前年同四半期比4.7％増）、その他につきましては、

売上高は1,198百万円（前年同四半期比13.5％増）、営業損失は2百万円（前年同四半期は営業利益12百万円）となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産につきましては、現金及び預金4,999百万円の増加、商品及び製品707

百万円の増加等があったものの、受取手形及び売掛金11,838百万円の減少、未成工事支出金412百万円の減少等によ

り、前連結会計年度末に比べ6,410百万円減少し、116,206百万円となりました。

　負債につきましては、賞与引当金656百万円の増加等があったものの、未払法人税等2,543百万円の減少、支払手形

及び買掛金1,105百万円の減少、役員退職慰労引当金450百万円の減少等により、前連結会計年度末に比べ5,622百万円

減少し、33,310百万円となりました。

　純資産につきましては、配当金の支払い等により、前連結会計年度末に比べ788百万円減少し、82,896百万円となり

ました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきまして、平成30年５月９日に公表した予想数値に現時点での

変更はありません。

　なお、当社グループの売上高は建設業界の影響を受ける部分が多いため、下期、特に第４四半期に集中する傾向が

あります。

決算短信（宝印刷） 2018年08月07日 16時35分 2ページ（Tess 1.50(64) 20180525_01）



能美防災㈱（6744） 平成31年3月期 第1四半期決算短信

― 3 ―

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 33,374 38,373

受取手形及び売掛金 38,595 26,757

商品及び製品 3,145 3,853

仕掛品 1,040 1,296

原材料及び貯蔵品 3,603 3,527

未成工事支出金 7,536 7,123

その他 957 1,014

貸倒引当金 △359 △276

流動資産合計 87,893 81,669

固定資産

有形固定資産 19,659 19,550

無形固定資産 1,465 1,468

投資その他の資産

投資有価証券 5,728 5,655

その他 7,926 7,917

貸倒引当金 △55 △55

投資その他の資産合計 13,598 13,517

固定資産合計 34,724 34,536

資産合計 122,617 116,206

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,745 3,640

電子記録債務 4,575 4,167

短期借入金 30 48

未払法人税等 2,841 297

賞与引当金 3,095 3,752

製品保証引当金 16 15

完成工事補償引当金 45 45

工事損失引当金 859 880

その他 13,216 11,126

流動負債合計 29,426 23,975

固定負債

社債 245 184

長期借入金 83 52

役員退職慰労引当金 602 151

製品保証引当金 243 237

退職給付に係る負債 7,814 7,830

資産除去債務 95 95

その他 422 782

固定負債合計 9,507 9,334

負債合計 38,933 33,310
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,302 13,302

資本剰余金 12,869 12,871

利益剰余金 55,825 54,971

自己株式 △279 △279

株主資本合計 81,717 80,865

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 830 938

為替換算調整勘定 508 446

退職給付に係る調整累計額 △918 △873

その他の包括利益累計額合計 419 511

非支配株主持分 1,546 1,519

純資産合計 83,684 82,896

負債純資産合計 122,617 116,206
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 16,894 19,980

売上原価 11,263 14,249

売上総利益 5,630 5,730

販売費及び一般管理費 5,106 5,320

営業利益 524 410

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 32 35

保険返戻金 0 6

持分法による投資利益 - 5

為替差益 8 8

その他 29 38

営業外収益合計 74 98

営業外費用

支払利息 0 0

賃貸費用 6 5

売上割引 25 24

持分法による投資損失 7 -

その他 6 5

営業外費用合計 46 37

経常利益 552 472

特別利益

投資有価証券売却益 102 -

固定資産売却益 67 -

特別利益合計 169 -

特別損失

投資有価証券評価損 - 237

固定資産処分損 0 0

特別損失合計 0 238

税金等調整前四半期純利益 720 234

法人税等 275 115

四半期純利益 445 118

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 6

親会社株主に帰属する四半期純利益 441 112
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 445 118

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △11 107

為替換算調整勘定 △78 △90

退職給付に係る調整額 55 44

持分法適用会社に対する持分相当額 2 0

その他の包括利益合計 △33 63

四半期包括利益 411 181

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 443 204

非支配株主に係る四半期包括利益 △31 △22
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の算定方法

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっ

ております。

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結損益

計算書計上額

(注)３
火災報知

設備
消火設備 保守点検等 計

売上高

外部顧客への売上高 6,390 5,158 4,290 15,838 1,055 16,894 ― 16,894

セグメント間の内部

売上高又は振替高
21 8 0 30 48 79 △79 ―

計 6,412 5,166 4,290 15,869 1,104 16,973 △79 16,894

セグメント利益 887 532 505 1,925 12 1,937 △1,413 524

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場車路管制システム等を含

んでおります。

２ セグメント利益の調整額△1,413百万円は全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結損益

計算書計上額

(注)３
火災報知

設備
消火設備 保守点検等 計

売上高

外部顧客への売上高 6,999 7,409 4,373 18,782 1,198 19,980 ― 19,980

セグメント間の内部

売上高又は振替高
13 6 ― 20 51 71 △71 ―

計 7,013 7,415 4,373 18,802 1,249 20,052 △71 19,980

セグメント利益又は

損失(△)
591 822 529 1,942 △2 1,939 △1,529 410

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場車路管制システム等を含

んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,529百万円は全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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